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¢ よスも-い M Ʃ の 完全障害理論
E → π- 、 ( 4\

は 。Do (M ) における 同型

θ : E * ( E)[D

であってθ V=θ [D (
0

GD =θ ) を 満たすものが存在するとき

対称的完全障害理論 ( symmetriaperfectobstnctiontheory) と呼

例

As amoothhscheme
.

RATA
,

S E PCA. OQ)
,

S = dS EPCA
,
RA) に、

ひ = そ df = 0 } c A とすると . iれは fncriticallocusτ

完会障害 理論

E
'

= Talo
Hessslte fAler

↓ 啜 did

て>,ー 、40=
z ー Ia bo

ート 0

は ( rAla)
~

= TAlw よりり

( E
“

) [1] = '

をみたすので 、対称的完全障害理論 を 与える
、

0



MHist (u) が fine modili sp と仮定 する ineまnversel sheaf

U ε Coh ( X × A-wr )

が 存在 する 。
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Thrl. 1)Tw(1 . )により0 次元の 仮想17 ル
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Defl . i??

X : 滑らかで 射影的 な 3次E CY 多様体

Mtustsws : fine modnls sp. で t. 条件 をみたす
。

とする
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例

ここでさらに M = Mistsw)が § moothb か , Cownectedebz.

このとき 、対称的完全障害理論 は
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DT 不変量 は X の 変形 で 不変
。
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§ 1.4 DT invarsants vie Behvend tauctions

DT 不変量 を 定義 かる 計算 することは 難 しい
。

Behvend により DT 不愛量 が modrk sp の 特異点 に 飛 じて

重 みをつけた Ewler数 としを 記述 できること 、が 示さもた
。

Milnor fiber

V ; 複素多様樽体

f : V → ε : 正則函数

各 PE X 近傍で 11- 1 を 適当な × の 6 ou とすると、
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,
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の 位相タイプは E
,

δ のそり
写

に 依 るせない。 これを

P における f . Milnorフイパーとよぶ

このとま
、
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とおとと 。 こもは X 上 の 構成可能関数となる。
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X : Zarisk: 位相空間
、

X の 部分集合からなる族 a を .

(いすべての 開部分集合 は 手 に 含 まれる。

(2) 本 の 天 の 有限個 の 交わりは 秋 に 含 まれる

いる E の 尺 の 補集合 はに 含 まれる。

という 条件 をみたす 最小 のものとする
。

X の 構成 可能 部分集合( constrmctibleubdet) とは。
F に 含 まれる 部分集合のいとをいう、

正 則 函数 5 : 4 → ℃ に対しその Critical lous Crif (f) CV

.

f: π µ Q .

の 像 で 生成 される O. の iseal で定戦される 。 Vo 周解柳的部分集合
とする



Thon ( Behrend)

M : 有限型 のモ -スキームに。次 の [ i)( ii} をすたす

構成可能関数

xB : M → 区

が 存在 する :

(i ) LE M に 対し。 開近優 α EO C M
.

複素多桴体 X
, PEY 」 ↓上 の正則函 f : ψ . E

同塁(U ,x ) ≤ ( Crit[ 5 ),
p
) が 存在するとする。

このとま
。
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(i:) M が 固有 スキームで
。

E
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* . (4* ) が

対称的完全障害理論であるならば 、

SeajorIa San tr de : = K 。 e(xs (hl) .



特に 3 次元 CY 的多特体 よの安定層 のも 沿う 空間 については

よの The によって DT 不変量 が 計算 できる :
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. とすると
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.

e : ひ → Ext
(

E.E)≡ Ext'
(

E,EJo
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と 表 せる

特 に 、Mx
-
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例 ( 諸問題例9.
9 )

M-st (w) ≡ Spee
(Etu) )とする。

in4ま f : Q t ε : fE}= Znteice.

M -Yは GEを (なと同。

この 場合Mo[ f)= { P .PL.,PutiI PiEEst.
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^
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: .DTH(v ) =
n


